
　

５
月
21
日
、
新
市
の
誕
生
と
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
１
周
年
を
祝

し
、葉
の
色
の
違
う
稲（
古
代
米
）を
使
っ
て
田
ん
ぼ
に
巨
大
な
絵
を
描
く
、

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
の
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
場
所
は
下
小
目
、
伊

奈
養
護
学
校
付
近
の
水
田
）参
加
者
は
会
員
や
協
力
者
な
ど
総
勢
約
60
人
、

市
か
ら
も
市
長
や
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
瀬
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会
」（
代
表

＝
寺
田
義
雄
氏
）が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
今
年
は
、昨
年
使
用
し
た「
緑
」

「
紫
」「
黄
色
」
に
加
え
て
「
白
」
が
入
り
、
計
４
色
。
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
車
窓
か
ら
、
上
り
は
進
行
方
向
左
側
、
下
り
は
進
行
方
向
右
側

で
、
色
と
り
ど
り
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
古ふ
る

瀬せ

の
自
然
と
文
化
を

　

守
る
会
」

　

寺
畑
地
区
内
（
古
瀬
）
に
今
も
残

る
昭
和
30
年
代
の
農
村
環
境
を
保
全

し
な
が
ら
、
都
市
住
民
と
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。

　

平
成
５
年
、
小
絹
小
学
校
の
児
童

に
対
し
、
田
植
え
と
稲
刈
り
の
指
導

を
、
寺
畑
地
区
の
有
志
で
始
め
た
こ

と
が
き
っ
か
け
。
平
成
７
年
に
は
、

農
業
体
験
を
通
じ
て
、
絹
の
台
自
治

会
と
の
交
流
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
内
の
環
境
整
備
に
も

取
り
組
み
、
小
貝
川
土
手
の
植
樹
も

行
い
ま
し
た
。（
当
時
の
名
称
は
「
桜

の
会
」）

　

そ
の
後
、完
全
無
農
薬
の
米
作
り
、

生
態
系
に
配
慮
し
た
環
境
作
り
の
た

め
、
農
業
環
境
技
術
研
究
所
員
の
守

山
弘
氏
（
当
時
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

平
成
11
年
に
は
東
京
都
葛
飾
区
教
育

委
員
会
と
の
交
流
（
川
遊
び
体
験
な

ど
）
も
始
ま
り
、
同
年
に
は
㈳
農
村

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
の
全
国
コ
ン

テ
ス
ト
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
14
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、

正
式
に
「
古
瀬
の
自
然
と
文
化
を
守

る
会
」
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
度
に
は
、
農
林
水
産
省

及
び
農
村
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
が
募

集
し
た
「
田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
見
事
グ
ラ
ン

プ
リ
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
を
受
賞
。

　

昨
年
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

開
業
を
記
念
し
て
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を

実
施
し
、
さ
ら
に
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
53
人
、
市
内
に

限
定
せ
ず
、
幅
広
い
会
員
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
延

べ
２
千
５
０
０
人
の
交
流
が
あ
り
ま

す
。

◆
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わ
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会
も
だ
い
ぶ
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
基
礎
が
で
き
、
行
政
に
頼
り
き

り
で
な
く
、
独
立
し
て
や
っ
て
い
け

る
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
み
ら
い
平
周
辺
の
新
住
民

と
の
交
流
も
考
え
て
お
り
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
に
動
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
「
古
瀬
の
自
然
と
文
化
を

守
る
会
」
は
、
遊
休
農
地
の
利
用

見
本
で
あ
る
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま

す
。
県
北
は
観
光
地
で
す
が
、県
南
、

特
に
こ
の
辺
は
観
光
地
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
状
の
土
地
を
使
っ
て
ど
う

人
を
呼
ぶ
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
発
展
の
た
め
、
知

名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
少
し
で
も

力
に
な
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

寺
田
代
表
、
小
菅
事
務
局
長
の
話

　
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
は
今
年
で
２

年
目
。
2
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
だ

い
ぶ
自
信
も
つ
き
ま
し
た
。
今
年
は

『
つ
く
ば
み
ら
い
市
』
の
文
字
と
『
市

章
』、
そ
れ
と
開
業
１
周
年
を
迎
え

る
『
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
が
モ

チ
ー
フ
で
す
。

　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
青
森
県
田
舎

館
村
で
実
施
し
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
こ
と
農
林
水
産
省
か
ら
古
代
米
の

苗
を
わ
け
て
も
ら
っ
て
始
め
ま
し

た
。
地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
交
流

の
あ
る
葛
飾
区
な
ど
か
ら
も
、
た
く

さ
ん
の
協
力
者
に
参
加
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
見
る
た

め
の
展
望
台
も
自
前
で
作
り
ま
し

た
。田
植
え
か
ら
２
週
間
も
す
れ
ば
、

絵
が
だ
ん
だ
ん
見
え
て
き
ま
す
。
昨

日
よ
り
も
今
日
、今
日
よ
り
も
明
日
、

と
一
日
ご
と
に
絵
が
は
っ
き
り
見
え

て
く
る
ん
で
す
。
６
月
25
日
㈰
（
午

前
中
）
に
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
見
学

会
を
開
催
予
定
で
す
。

　

ま
た
、８
月
に
は
「
か
か
し
作
り
」

10
月
に
は
「
稲
刈
り
・
収
穫
祭
」
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
、
農
村
部

と
都
市
部
と
の
交
流
の
拠
点
と
な
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
れ
ば
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
は
１
か
所
だ
け
で
す
が
、

い
ず
れ
は
線
路
の
両
側
３
、４
か
所

で
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
や
り
た
い
で
す

ね
。

完
成
予
定
図
で
す
。
背
景
に
は
筑

波
山
も
。

知っておきたい国保のポイント

国保の届け出、お済みですか
　国保（国民健康保険）は、いざというときの病気やケガに備えて加入者が保険税を出し合い、必要な医療費にあてる助け
合いの制度です。国保に加入するとき、やめるとき、また家族に異動があったときなどは、必ず届け出をしてください。

こんなときは 14日以内 に届け出を！
●国保に加入するのはこんなとき

手続きに必要なもの
他市町村から転入してきたとき 他の市町村の転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
家族の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者からはずれた証明書、印鑑
子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳、印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の方が加入するとき 外国人登録証明書

加入の届け出が遅れると…
　加入資格が発生した時点までさかのぼって保険税を

納めなければならなくなります。また、その間の医療

費は全額自己負担となります。

脱退の届け出が遅れると…
・保険証が手元にあるため、うっかりそれを使って診 

　療を受けてしまう方がいます。この場合、国保が負

　担した医療費は、後で返していただくことになりま

　す。

・新たに加入した職場の健康保険などと国保の両方に

　保険税を二重に納めてしまうことがあります。

●国保を脱退するのはこんなとき
手続きに必要なもの

他市町村に転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に入ったとき

国保と加入した健康保険の両方の保険証、印鑑
家族の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受けるようになったとき 保護開始決定通知書、保険証、印鑑
外国籍の方がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

●こんなときも届け出が必要です
手続きに必要なもの

住所、世帯主、氏名などが変わったとき
保険証、印鑑長期旅行などで別個の保険証が必要なとき

退職者医療制度に該当しなくなったとき
修学のため、他の市町村に住所を移したとき 保険証、在学（園）証明書、印鑑

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき
本人であることを証明するもの（使えなくなった保険証、運転免
許証など）、印鑑

退職者医療制度に該当したとき 保険証、年金証書、印鑑

ＴＸから望む田んぼに描く

「田んぼアート」


